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筑西地域農業改良普及センターHPへアクセス！↑

2024年2月29日発行
日中暖かい日が増えてきましたが、夜は
まだ寒い日が続きます。体調管理には気

を付けましょう。

令和6年1月19日（金）に「令和5年度 関東農政局大豆セミナー」が開催されました。当セ
ミナーは、近年需要が高まっている国産大豆の安定供給に向け、関東地域における大豆の生産
拡大及び大豆生産者の経営改善に資するため、生産者、実需者及び試験研究機関の方の協力に
よりYouTubeでオンライン配信されたものです。セミナーには全国から100名以上の方が参
加されました。
関東農政局管内の生産者代表として、筑西市の有限会社山善農園 代表取締役 杉山 善昭 氏

が「需要に応じた大豆の生産について」というテーマで、高単収を実現している大規模経営に
おける大豆生産の工夫や取組について講演されました。
その他、国からの情報提供に加え、実需者の方から国産大豆の需要や求められる品質等につ

いて、また、試験研究機関の方からは、大幅に収量増加が見込める新品種「そらみずき」につ
いて紹介されました。

１ 大豆技術
・適地適作 ・ブロックローテーション（田畑輪換）
・雑草防除 ・土づくり ・適期作業

２ 大豆づくりのモットー
・実需者ありきの品目なので望まれるものを
たくさん作りたい

３ 新品種「そらみずき」の取り組み
・R5の生育概況と収量

＜ 講演の様子 ＞

農業学園は、就農して間もない農業者の方を対象に、農業経営に
必要となる技術や知識を学ぶ場や、新規就農者同士の仲間づくりの
場などを提供する講座です。第6回講座では、青年農業士の苅部優
太氏を講師として、受講者自身が経営と向き合う機会を提供すると
ともに、先輩農業者との交流を図ります。

令和６年３月７日（木）
１３時００分～

日時

JA常総ひかり下妻千代川支店
会議室（下妻市本宗道170）

場所

講座内容

・苅部氏による講話
（経営発展のための取組について）

・意見交換会
・閉講式

・(株)苅部農園 施設見学

詳細は当普及センターまでお問い合せください。

苅部 優太 氏（青年農業士）
(株)苅部農園の専務として、水稲や露
地野菜の経営全般を担っており、
SNSでの発信や加工販売等の販路拡
大に取り組んでいます。

杉山 善昭 氏の講演内容（概要）

セミナーの動画は関東農政局HP
アーカイブからご視聴可能です。

アクセスはこちら



４Hクラブは、20～30代の若手農業者（雇用就農者含む）が中心となって組織されています。
４Hクラブに加入する最大のメリットは、同世代の仲間ができ、その中で情報交換ができるこ
とです。さらに、クラブ員が協力し合い、経営や栽培技術についての課題の解決方法を検討す
る「プロジェクト活動」をはじめ、消費者や他クラブとの交流など様々な活動を行っています。

【 筑西４Hクラブ 】（筑西市）
・下館支部…普通作物が中心
・関城支部…梨を中心に、水稲・野菜など様々な品目
・協和支部…トマト、スイカ、イチゴなど施設野菜中心

【 大地のめぐみ 】（桜川市）
…普通作、露地・施設野菜など様々な品目

ご興味がある方は、当普及センターまでお問い合わせください！

アカウント
茨城県県西農林事務所
＠ibanishi_nourin

アクセスはこちら

県西地域のこんな情報を発信しています！

● 農業・畜産業・林業及び農産物に関する情報
● イベントや各種取組情報
● その他のおしらせ

県西農林事務所公式Xでは、将来就農を考えている方や、農業イベントに参加したい方等に
役立つ情報をお届けしています。アカウントをフォローして最新の情報を受け取りましょう！

管内の4Hクラブの紹介（クラブ名とクラブ員の主な経営類型）

視察研修(ヤンマーアグリジャパン) プロジェクト実績発表会

＜ 活動の様子＞

生産者の高齢化や担い手不足により、今後空きハウスが増加することが予想されます。規模
拡大意向者等がその空きハウスを利用することで、ハウスの建設にかかる初期設備投資を抑え
ながら、規模拡大を進めることができます。
管内のこだまスイカで将来動向予測を行なった結果、スイカの作付面積は85ha（2020年）

⇒59ha（2035年）に減少すると予測されました（図１）。また、203５年までに離農に伴
い発生する空きハウス面積は筑西市で約16ha、桜川市で約11haになることが予測されます

（図２）。今後は、予測結果をもとに「離農や規模縮小を検討されている生産者」と「規模拡
大・新規就農を考えてる生産者」とのマッチングを検討しているところです（図３）。

AI農業経営体数予測モデルによる
スイカ作付面積の予測結果

図１ 図２
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管内で空きハウスを活用
して規模拡大、独立就農
した事例あり。

こだまスイカ作付面積の予測には、AI農業経営体数予測モデル(寺谷,2019；農研機構,2019)を利用した
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旧市区町村ごとのスイカ生産者の
離農に伴い発生する可能性のある
空きハウス面積（2035年までの予測値）

筑西：約16ha 桜川：約11ha

2035年までに予測される
空きハウス面積(スイカ)


